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3.4.

・問

・変

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図は、記号

2  [ダッシ

問題の作成と

変更したい問

号選択問題で

シュボード /

と同様に、担

問題の[編集]

、単一選択

/ コース /(担

担当コースの

をクリック

 

の新しい問題

担当コース)

[問題バンク

し、[問題を

題に対する解

)/ 問題バン

ク]に移動しま

を編集する]を

解答群を入力

ンク] 問題の

ます。 

を選択します

力している場

の変更 

す。 

場合です。 
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・下

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.4.

・編

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図は、問題

3  [ダッシ

編集モードの

題のタイプが

シュボード /

のコース画面

が STACK で、

/ コース /(担

で[活動また

 

数学や物理な

担当コース)

たはリソース

など数式入力

)/ 活動を追

スを追加する

力の問題を変

追加する] 演

る]をクリック

変更する場合

演習の定義 

クして、[小

合です。 

テスト]を選選択します。
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・下

・新

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.4.

・編

ック

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図は、コー

新しい演習問

4  [ダッシ

編集モードの

クします。 

ース画面の先

問題の名称、

シュボード /

のコース画面

頭部分「ア

解答期間、

/ コース /(担

で、新しく定

 

ナウンスメン

受験可能回数

担当コース)

定義した演習

ント」に新し

数、出題順序

)] 演習問題

習問題の[(名

しい演習問題

序(ランダム

題の追加 

名称)]をクリ

題を定義する

可)などを設

リックし、[小

る場合です。

設定し、保存

小テストを編

 

存します。

編集する]を

17 

クリ



・新

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・担

・末

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しく定義し

担当コースの

末尾にある[選

した演習問題

の問題バンク

選択した問題

題画面の右側 

中の問題一

題を小テスト

 

[追加]をク

覧が表示され

トに追加する

クリックし、

れるので、追

る]をクリック

[問題バンク

追加する問題

クします。

クから]を選択

題をすべてチ

択します。 

チェックしまます。 
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3.4.

・編

題一

調整

・合

らた

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.4.

・確

件数

示さ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5  [ダッシ

編集モードの

一覧を表示し

整を行い、[保

合計点の調整

ためて[評点]

6  [ダッシ

確認は編集モ

数を確認でき

されます。 

シュボード /

の担当コース

します。ここ

保存]をクリ

整後、編集モ

中の合格点

シュボード /

モードでなく

き、[受験件数

/ コース /(担

ス画面で、演

で、ランダ

ックします

ードの担当

などを変更

/ コース /(担

てもできます

数]をクリッ

 

担当コース)

習問題の[編

ム出題(シャ

。 

コース画面で

します。 

担当コース)

す。コース画

クして、解答

)] 演習問題

編集 / 小テ

ャッフル)の指

で、演習問題

)] 解答結果

画面で確認し

答結果の一覧

題の配点設定

ストを編集す

指定、個々の

題の[編集 / 

果の確認 

したい[(演習

覧を確認でき

定 

する]をクリ

の配点を入力

設定を編集

習名)]をクリ

きます。また

リックして、

力して(Enter

集する] をク

リックします

た、平均やヒ

下図のよう

r 要)、合計

クリックして

す。ここで、

ヒストグラム
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な問

計点の

、あ

受験

ムも表



4. 

4.1 

コ

4.1.

・コー

[私を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.

・コ

定さ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース受講

 コースの受

コース受講者

1  [ダッシ

ース受講者は

を登録する]

2  [ダッシ

ース受講者

されています

講（コース

受講 

者は、受講の

シュボード /

は、コースを

をクリック

シュボード /

者が、コースの

す。その参照

受講者） 

自己登録、掲

/ コース /(

を初めて閲覧

して受講登録

/ コース /(

の掲示をもと

照リンクをも

 

掲示内容の閲

受講コース)

覧するとき、コ

録します。

受講コース)

とに学習時、

とに学習の理

閲覧、演習課

)/ 私を登録

コース担当か

)] コースの

Moodle サイ

理解を深める

課題の提出、

録する] 自己

から得た<登録

の学習 

イト内の補助

ることができ

演習問題の

己登録 

録キー>を登

助資料や外部

きます。 

の解答し学習

登録キー入力

部サイトへの

習を進めます

力画面に入力

の参照リンク
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す。 

し、

が設



4.2 

課

提出

以

4.2.

・コ

・演

イル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 演習課題の

課題の提出に

出画面に回答

以下、一般的

1  [ダッシ

コース画面の

演習課題の回

ル提出]の欄に

の提出 

には、PDF、W

答を直接入力

的な「ファイ

シュボード /

の[(課題名)]

回答ファイル

に、ドラッグ

Word、Excel、

する「オン

ル提出」に

/ コース /(

をクリック

ルの提出は、

グ＆ドロップ

 

、画像、ソー

ラインテキス

ついて説明

受講コース)

すると、課題

課題画面の

プかファイル

ースコードな

スト」があり

します。 

)] 課題の閲

題内容を閲覧

末尾[提出物

ル選択した後

などをアップ

ります。 

閲覧と提出

覧できます。

物をアップロ

後、[この状態

プロードする

 

ロード・入力

態で提出]を

る「ファイル

力する]をクリ

クリックしま

ル提出」と、

リックし、[

ます。 
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課題

[ファ



4.3 

演

出題

通

4.3.

・コ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解

リッ

・下

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 演習問題の

演習問題には

題順序や解答

通常、解答終

1  [ダッシ

コース画面の

解答終了時は

ックします。

下図では、問

の解答 

は、何度でも

答群の並びが

終了後、自動

シュボード /

の[(演習問題

は、[テストを

 

問題 29 が部分

繰り返し解答

がランダムな

採点された解

/ コース /(

題名)]をクリ

を終了する .

分減点 -1.5

 

答練習ができ

場合、問題中

解答結果や補

受講コース)

ックし、[問

...]をクリッ

、問題 30 が

きる場合や

中の数値など

補助資料を閲

)] 多肢選択

問題を受験す

ックし、[す

が全減点 -3

1 度だけ受験

どがある範囲

閲覧でき、理

択問題 

する]をクリッ

べての解答

なので、評点

験できる場合

囲で変動する

理解を深める

ックして、解

を送信して終

点 95.5/100

合があります

る場合もあり

ることができ

解答を開始し

終了する]と

となってい

す。また、問

ります。 

きます。 

します。 

とその再確認

います。 
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題の

認をク



23 
4.3.2  [ダッシュボード / コース /(受講コース)] 数式入力問題 

・問題タイプが STACK の問題では、数式処理システム Maxima の入力形式で解答します。このため、基本的な数

式に加えて、極限、級数、行列、微分、積分を使った問題なども出題され、自動採点されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・下図は、物理学の問題の出題例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



24 
・問題タイプが STACK の問題では、問題中の数値がある範囲で変化して出題されることもあります。これは、あ

る程度の反復練習が必要な場合に利用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・下図では、極限と微分方程式の問題が出題されています。 
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5. 参考資料 

5.1  Web サイト 

・https://moodle.org/course/view.php?id=14 …… Moodle 公式サイト(日本) 

・https://docs.moodle.org/2x/ja/メインページ …… Moodle 公式ドキュメント(日本) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


